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rootipの「freee連携」とは？

rootipとfreeeを連携(API連携)することにより、以下が可能となります

・rootip請求書データをfreeeの取引データとして登録する
・freeeの決済データからrootip請求書の入金処理をする

請求データ 取引データ

決済データ入金データ

※freeeのサービス名およびロゴはfreee株式会社の登録商標です

※rootipとは別に会計ソフトfreeeのアカウントが必要です
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rootipのfreee連携ページで新規連携をクリック

freeeにログインし連携を許可

事業所の「選択」をクリック

連携に成功するとfreee連携メニューが表示
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freee連携
rootipで請求書データを登録した後、手順に沿って連携します

1.rootipからfreeeへのマスタ連携
2.rootip費用科目/free勘定科目・税区分対応設定
3.rootipからfreeeへの請求データ連携
4.freeeからrootipへの入金データ連携

freee連携費用

20万円(税別)

※上記費用はrootipにfreee連携メニューを追加する費用です

freee利用に必要なサービス料等は含んでおりません
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